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日本の政治家は、科学的不確実性を正面から受け止める必要がある。
北朝鮮との外交戦では、外交手段を駆使すべきであって、科学的公正を損なってはならない。

Nature のニュース記事に落胆した日本の小泉内閣が「頭を
抱えている」と日本の大衆週刊誌が伝えた。
1977 年に北朝鮮によって拉致された日本人女性、横田
めぐみさん（当時13 歳）が生存しているかどうかが現在、
問題となっている。2002 年、北朝鮮は13 人の日本人を拉
致した事実を認めた。その中にはデートで海岸にいたカップ
ルも数組含まれていた。その後の北朝鮮による拉致被害者
の安否確認作業は十分とは言えず、日朝関係は混沌として
いる（本号ダイジェストp.7 参照）。
北朝鮮は、横田さんを含む拉致被害者のほとんどが死亡
していると発表したが、説得力に欠けている。昨年、日本
側に引き渡された遺骨について、北朝鮮は横田さんのもの
だとするが、日本での鑑定では遺骨から採取されたDNA
が横田さんとは別人のものであるという結果が出た。その
ため、北朝鮮の軍当局が横田さんをスパイ養成に利用し続
けているかもしれないという不安が生じている。
北朝鮮の声明ひとつひとつに疑義をさしはさむ日本政府の
姿勢は正しい。しかし日本政府は、DNA鑑定結果の解釈に
あたって、政治は科学に干渉してはならないという一線を越
えてしまっている。Nature はDNA鑑定を行った研究者に
インタビューし、遺骨に異物が混入していてDNA鑑定結果
が決定的なものとはならない可能性があることを伝えた。
北朝鮮の欺瞞に疑いの余地がないことを示したい日本政府に
とって、このようなNature の記事は愉快なものではない。
日本政府はこの記事に厳しく反応した。細田官房長官は
記者会見の席で、Nature の記事には「不十分な表現」が
あり、研究者が言っていないことも書かれていると発言し
たと報じられている。当該記事に示されている当該研究者
の意見は「一般的な知見」であり、今回の事例について
語ったものではないという、研究者本人の確認もとってあ
るという。ところで、この研究者はその後、一切のインタ
ビューに応じられなくなったようである。
遺骨に異物が混入していた可能性があることは、否定で
きない現実だ。この遺骨のたどった悲劇的な変遷は不明だ。

北朝鮮によれば、この遺骨は2年間埋葬されていた本人の
遺体を1,200℃で火葬し、夫の家で保管していたもので、
そのうちの少量をサンプルとして日本に引き渡したらしい。
この点も北朝鮮の完全な捏造かもしれない。だが、日本が
頼りにするDNA鑑定で、この点は解明できないのだ。
問題は科学にあるのではなく、政府が科学的な事柄に口
をはさんでいるという事実にある。科学は、実験とそれに
伴うすべての不確実性を自由に精査できるということを前
提に行われる。一部の日本人研究者は、より大規模なチー
ムで今回のDNA鑑定を行うべきだったと主張しており、こ
れには説得力がある。なぜ日本政府は、たった一人の研究者、
それもこの件について自由に語れなくなった研究者にDNA
鑑定をまかせたのだろうか？
日本政府の対応は、これまでの外交上の失敗、より正確
に言えば日米安保体制の機能不全を取り繕うための必死の
努力のように思われる。日米安保体制下で、米国は批判の
多い基地を日本国内に配置する権利を有している。それと
引き換えに、「日本国の安全に寄与し、並びに極東における
国際の平和及び安全の維持に寄与する」役割も負うという。
ならば日本政府は、米国の支持のもとで更なる対北朝鮮政
策を取り得ただろうか。これに対する明確な答えはない。し
かし、次のように問い直したらどうなるだろう。もし、どこ
かの海岸から米国市民が全体主義国家によって拉致され、そ
の後25年間にわたって英語教育でスパイ養成に関わってい
たら、ブッシュ大統領や歴代の大統領は、遺骨の入った袋
を手にDNA鑑定結果についての論争をせずにすむだろうか。
実験を行って結論を導き出し、それについての合理的な
疑いを示すという使命をまっとうに果たしている科学者に
も、日本の政治的、外交的失敗のツケがまわされているのだ。
しかし、日朝間の摩擦は、DNA鑑定によっては解決できな
い。同様に、DNA鑑定結果をどのように解釈するかは、両
国の政府が判断すべき事柄ではない。北朝鮮との外交は楽
ではないが、だからといって、政治と科学の分離原則を破
ることが正当化されるものではない。 ■
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